
 
成果の説明書 

(氏名) 塩澤康平 (学部) 経済学部 

１ 重要事項 

 

・個人の選好を調査するための実験手法について、共同研究を実施した。具体的には、

選好に関するデータ分析において、従来とは異なる文脈から解釈を与えることができる

理論的枠組を調査した。また、統計分析に関するシミュレーションを実施するなどし、

実験の実施に向けた具体的な設計を行った。 

・昨年度までのものを含めて、成果を取りまとめるための文献調査と論文作成の作業を

実施した。 

 

 

２ その他の事項 

 

・本学における遠隔授業の開始に際して、学内システム利用者のためのマニュアル作成

作業を担当した。 

・担当する科目の遠隔授業の実施に際して、オンデマンド型講義のために講義内容を改

訂し、スライド資料の作成と講義動画の作成を行った。また、リアルタイム配信型講義

のために講義内容を改訂し、スライド資料の作成と配信環境の検討を行った。 

・高等学校での出前授業を実施した（愛知県岡崎市、2020 年 11 月） 

 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 

昨年度までの研究成果を含めて、成果の取りまとめを行う。引き続き、選好を調査する

ための経済実験に関する研究を推進する。特に、様々な環境における選好分析の手法を

確立し、環境間における関連といった振る舞いに関する知見を蓄積する。その他の研究

についても引き続き継続する。 

 

 

 


